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五
日

水
族
舘
は
夜
間
十
一
時
ま
で
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花

火

大

会

当

日

の

催

し

一

物
及
び
商
底
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大
奉
任
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内

一

、

観

光
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火
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聾
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前
十
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よ
り

夜
の
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午
後
七
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よ
り

七
月
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十
五
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ハ
雨
天
・
荒
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時
間
当
日
午
後
三
時
よ
り

出
演
資
格
小
学
一
年
よ
り

中
学
三
年
ま
で

申
込
先
魚
潜
水
族
館
内
観

光
協
会
宛
申
込
観
迎

申
込
期
日
七
月
二
十
日
迄

一

、

観

光

事

鍵

コ

ン

ク

ー

ル

(
入
月
十
三
日
よ
り
一
週
間
〉

水
族
館
ホ
ー
ル
に
於
て

出
品
期
日
当
日
午
前
九
時

よ
り
水
族
館
前
に
て
受
付

一
市
内
全
族
館
一
割
引
大
事
任

当
日
限
り

魚津市下村木町
青葉印刷株式会社

問見 、 身 jお課向
医賞満ミ<<{持 i尋叉 糟
ので十主主判~ ~ねはし

、診、八凶障 i下北い
療今J 才土白書 iさ陸こ
そま宋l'同 iR~ぃ銀と
受で積雪':D)w ~・行は
けにの史ご 1 魚市
た一身弓毛 t 津役
こ度休 1・1 支 所
とも隠 β也 i 底 厚
の事害 で 生

受濁る診 診場期 E帳めさてあな
け所二療 。 療所自 にの重れいるい
てへ十を 医 左よ有軒まる方方
下申二希小高師黒七り無度す方で・
さ込日望林岡 部月程受に及がにも叉
いん迄さ外市 市二診はび、つ‘は
。で・れ科民 l亨.十で関身 こい長受

、社る医病 生入き係 体 れ て く け
受会方畏院 病日まな隠は‘日た
診福は 院♀すく響、診がこ
雰祉、 d〉 。、者降療経と

一笠斐来 左手曹をつが

政
府
資
金
た
借
り
て

家
を
建
て
た
い
方
は

住
宅
を
建
て
た
い
が
自
分
の
資

力
だ
け
で
売
分
で
な
い
場
合
に

政
府
で
は
住
宅
金
融
公
庫
(
当

市
で
は
北
銀
魚
津
支
底
〉
を
遁

じ
て
住
宅
建
設
資
金
を
貸
付
け

ま
ず
か
ら
精
々
多
数
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

申
込
期
間

七
月
十
一
日
か
ら

七
月
二
十
三
日
ま
ぜ

(1 ) 

新
し
く
自
転
車
を
所
有
の
場
合

十
日
以
内
に
申
告
を

余
り
い
L

こ
と
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
叉
こ
の
よ
う
な
方
法
は
出

来
る
だ
け
避
け
た
い
と
考
え
て

お
め
ま
す
の
で
、
新
に
所
有
さ

れ
た
方
も
、
今
后
所
有
さ
れ
る

方
も
、
無
鑑
札
で
乗
遡
す
る
こ

と
が
名
器
な
こ

E
で
は
し
な
い

こ
E
を
特
に
認
識
せ
ら
れ
、
必

ず
申
告
を
即
行
さ
れ
ま
す
よ
う

一
一
厨
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
一
度
広
報
で
お
知
ら
せ

い
た
し
て
あ
句
ま
す
の
で
御
承

知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
不

申
告
の
者
に
対
し
て
は
三
万
円

以
下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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第
四
国
畜
産
共
進
会
開
催

本
年
度
の
畜
産
共
進
会
は
、

一
は
、
今
か
ら
万
全
の
準
備
を
堕

前
年
の
要
領
に
準
じ
て
八
月
下

一
え
て
出
品
し
て
頂
き
、
本
共
建

旬
に
開
催
す
る
予
定
で
す
か

一
会
目
的
達
成
に
協
力
し
て
頂
き

ら
、
関
係
者
及
出
品
希
望
者

一
た
い
。
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J面臨

c:> 

一一人口動態一一
計
66 
28 

26千
3件

46.523人

女
別

M

日コ
Q
O
A
t

E
Y
3
1
 

出生

死亡
婚姻
離婚

人口

新
に
自
関
車
を
所
有
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
日
か
ら
十
日
以
内

に
市
長
に
申
告
し
、
鑑
札
の
交

付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。昨
年
三
月
の
一
揖
街
頭
調
査
以

来
新
規
所
有
者
の
自
主
的
な
御

協
力
に
よ
っ
て
、
申
告
が
働
行

さ
れ
て
き
ま
L
た
が
、

最
近
叉

々
無
鑑
礼
の
も
の
が
目
立
っ
て

目
増
え
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

一

、

水

族

館

特

別

夜

間

一
す。

開

館

一市
で
は
、
近
く
一
啓
一
調
査
を
実

午
後
十
一
時
ま
で

一
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

一

、

花

火

観

賞

遊

覧

船

一
す
が
、
人
前
で
呼
び
と
め
た
り

運

航

一
、
そ
の
場
で
鑑
札
を
つ
け
た
り

一
す
る
こ

E
は
.
双
方
に
を
つ
て

出
航
場
所
水
族
館
よ
り

一

東

船

料

一

O
O円

一

舶
に
限
り
が
あ
る
の
で
予
一

約
受
付
致
し
ま
す
。

一

予
約
受
付
水
族
館
へ
申
込
順
一

旬
、
当
日
は
臨
時
列
車
、
臨
時
一

電
車
、
臨
時
パ
ス
が
運
開
さ
れ
-

ま
す
。

「
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
」

議
見
お
し
れ
ら
直
ぐ
市
役
所
へ

終
戦
後
「
ア
メ
リ
カ
」
よ
り
輸

入
さ
れ
た
街
路
樹
、
山
林
樹
木

庭
木
、
果
樹
そ
の
他
の
害
虫
と
一

し
て
最
も
重
要
視
さ
れ
て
ゐ
る
一

「
ア
メ
り
カ
シ
ロ
ヒ
ト
り
」
に
一

つ
い
て
は
高
岡
、
富
山
、
を
中
心
一

と
し
て
そ
の
発
生
を
見
た
が
、
一

幸
ひ
市
内
で
発
見
さ
れ
て
い
な
一

か
っ
た
と
こ
ろ
、
今
回
紳
明
町
一

光
顔
寺
亜
に
魚
海
港
周
湿
の
桑
一

グ
ル
、
イ
チ
ジ
グ
、
柿
.
ア
オ
ギ

"
、
錦
、
等
に
初
虫
の
大
発
生

・し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
の

で
、
次
の
形
態
及
び
経
過
習
性

で
あ
る
か
ら
、
今
後
発
見
次
第

市
役
所
農
林
課
へ

急
報
し
て
下

E
-

、O

J
M

，、、
hw

一
、
形
態

一』幼虫」
H
未
熟
幼
虫
の
体
長

的一ニ

O
粍
、
頭
部
は
光
沢
の

あ
る
黒
色
体
で
色
は
淡
責

色
。
背
面
は
黒
色
体
.
側
面
及

び
腹
面
は
淡
黄
色
で
側
面
に

は
小
黒
班
点
が
あ
り
、

気
門

下
線
は
白
色
、
体
は
変
化
が

多
く
黄
色
の
滅
じ
た
暗
色
型

も
見
ら
れ
ま
す
。
胸
部
は
黒

色
.
院
部
の
外
側
は
暗
色
を

縛
び
、
他
は
淡
責
色
体
、
宅

は
始
ん
と
白
色
で
す
。

「
成
虫
」

H
体
長
十
粍

t
十

二
粍
麹
の
開
帳
約
孟
粍

t
一一一

五
粍
体
は
一
様
に
白
毛
を

も
っ
て
密
は
れ
て
い
る
.
複

眼
で
触
角
小
崎
純
繋
は
黒
色

が
れ

麹
は
滑
ら
か
な
綿
子
様
の
光

沢
あ
る
純
白
毛
の
も
の
か
ら

其
の
前
麹
に
多
く
の
黒
色
叉

は
褐
色
の
班
点
を
点
在
し
た

も
の
が
あ
っ
て
変
化
に
富
ん

で
い
る
。
概
し
て
維
の
方
が

雌
よ
り
も
班
点
が
多
い
前
中

肢
は
か
ん
節
の
外
側
が
責
色

り

を

帯

び

十

腔

節

の

則

前

方

は

γ

黒
色
で

M

あ
る
o

j
 

ア

か
け
て
葉
を
暴
食
し
て
九
月

十
日

t
十
五
日
頃
か
ら
踊
と

な
り
越
冬
す
る
@

言
、
食
餌
植
物

ポ
プ
ラ
、
チ
ヤ
キ
、
プ
ラ
タ

ナ
ス
?
ア
ペ
マ
キ
、
-
一
セ
ア

カ
γ
ャ
.
ウ
メ
.
大

E
.
ィ

チ
ゴ
、
キ
ユ
ウ
"
ヘ
ミ
ツ

バ
、
馬
鈴
薯
、
イ
シ
グ
シ

一E
.
ナ
ス
‘
柿
.
ィ
'チ
ジ

ハ

防

除

風

最

〉

州市一

藩
遜

齢
、
4

二
、
経
過
習
性

踊
で
越
年
、
第
一

化
期
の
成
虫
ハ
蛾
V

五
月
中
旬

t
六
月

?

雪

崩
必

中
旬
発
生
産
卵
す

る
。
卵
期
間
約
十

日
間
、
幼
虫
期
間

三
十

t
三
十
五
日

七
月
中
旬
か
ら

踊
化
す
る
。
踊
期

間
二
十
日
間
前
后
入
月
上
旬

第
二
回
目
成
虫
ハ
蛾
〉
が
出
現

L
、
産
卵
A
月
十
日
t

A
月
十

五
日
頃
に
か
け
て
第
二
回
目

の
幼
虫
が
卿
化
し
始
め
る
。

九
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
に

グ
、
ピ
ヮ
、
プ
ト
ウ
、
桑
.

禦
.
キ
ャ
ベ
ツ
、
大
接
、
椀

栗
.
茶
.
柳
.
八
手
、
ア
オ

ギ
"
、
塁
手
、
ネ
ギ
.
ト
マ

ト
、
酒
‘
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

甘
籍
、
不
断
草
、
ゴ
ボ
ウ
.

菊
芋
‘
人
夢
、
カ
ボ
チ
ャ
等



. .、

(2) 

日
本
脳
炎
盆
予
防

発行

日
本
脳
災
は
‘
蚊
の
媒
介
に
よ

っ
て
停
梁
す
る
疾
病
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
擢
愚
率
も
幼

児
に
多
く
、
死
亡
率
も
高
い
も

の
で
す
。

昨
年
中
の

O
才

t
一
四
才
ま
で

の
患
者
数
は
六
九
名
で
す
。

ハ
内
死
亡
者
数
二
=
名
膝
下
〉

こ
の
疾
病
を
防
ぐ
に
は
、

第
一
に
流
行
期
に
入
る
前
に
予

防
接
穣
(
予
防
注
射
〉
を
受
け

る
こ
と
で
す
。

生
後
始
め
て
接

種
を
行
う
場
合
に
は
、
日
本
脳

炎
ワ
グ
チ
シ
を
遁
常
一
、

c
c

ず
つ
七
日
か
ら
十
日
の
間
隔

で
‘
二
回
か
ら
三
回
皮
下
に
注

射
し
て
、
か
わ
い
い
子
供
き
ん

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

第
=
に
蚊
の
発
生
を
防
「
こ

乏
で
す
Q

つ
ま
り
ボ
1
フ
ラ
の

い
石
水
溜
り
、
合
所
の
流
し
水

昭和 30年 7月15日報費市

後主
援傑

コ

R 

L 

公

開

録

音

童

謡

ン

津

魚
津
市
観
光
協
会

魚
津
市
、
商
工
会
議
所

市
教
育
署
員
会

七
月
二
十
五
日

自
午
後
三
時

至
午
御
五
時

場
所
魚
津
水
族
館

出
場
者
中
小
学
校
児
章
生
徒

日
時

魚(雲翠Z2253)

九
d
た
め
日
ト

d
q

、
よあ称たの魚ミ零乏 ・

分
産資

0 ・・4

第
定

(第72号)

す
。
植
え
て
か
ら
欝
年
も
重
ね

一
ロ

布

に

石

油

を

つ

け

、

こ

れ

で

立

圃

書

館

内

宮

四

六

二

番

u

一

る
に
つ
れ
木
は
大
き
く
な
っ
た

一
そ

の

虫

を

一

々

拭

い

と

っ

て

防

へ

申

込

ん

で

下

さ

い

。

一

が
、
し
こ
し
も
実
ら
な
い
の
で

一
除

に

当

ら

れ

た

。

閉

そ

の

他

…

幾
度
か
伐
り
倒
そ
う
と
思
う
試

一

ハA
V
本
大
会
に
於
て
優
勝
叉
一

一

大
正
時
代
に
な
っ
て
笹
島
技

-
練
に
会
い
し
か
も
当
時
の
付
近

一
ー

は
優
勝
テ
1
ム
は
.
第
八
回
一

が
多
く・

富
山
腕
の
場
合
僅
か
一
民
か
ら
は
、
皆
同
居
さ
ん
の
り
ん

一
師
が
当
地
方
へ
赴
任
し
て
、
こ
一

一

一
富
山
腕
民
体
育
大
会
に
、
魚
一

に
魚
津
り
ん
ご
の
み
で
、
約
四
一
ご
の
木
を
見
て
変
り
者
だ
穀
潰

一
の
害
虫
は
寄
生
踏
を
政
つ
に
限
一
付
開
催
の
趣
旨

一

O
相
撲
競
技
|
東
部
中
学
校

一

津
市
代
表
と
し
て
推
せ
ん
す
一

十
了
歩
、
鯨
内
で
食
べ

る
需
要
一

し
た
と
云
っ
て
笑
っ
た
入
も
多

一
る
事
を
諮
言
し
、
は
る
ば
る
背
一
鹿
く
市
民
の
闘
に
ス
ポ
ー
ツ

一

内
相

撲

場

一

る。

霞
の
十
分
の

一
に
も
足
ら
な
い
一
く
・
叉
当
時
り
ん
ご
栽
培
の
著

一
森
よ
り
二
羽
の
寄
生
雌
を
移
入
一
を
接
興
し
て
、
そ
の
晋
及
発

一

ハB
V
第
2
部
日
市
内
中
学
校一

(
B
〉
お
問
合
せ
は
魚
津
市
体
一

現
賦
で
す
。
し
か
し
魚
津
り
ん
一

審
も
少
く
、
栽
培
の
技
術
者
も

一
L
政
っ
た
の
で
、
そ
の
后
猫
威
一
濯
を
図
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ス

一

生
徒
に
よ
る
対
抗
競
技
第
一
育
協
会

ハ
魚
津
市
立
圃
書
館

~

民

法

当

日

向

ぷ

一

計

山

知

日

間

誤

認

間

一
を
振
っ
た
綿

J
が

蔭
に

漕

め

一

計

旬

開

時

十

刊

日

一

ω
弘

首

じ

一

四

誤

詰

民

間

明

日

一

の
良
い
も
の
に
な
り
つ

L
あ
り
一
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
り
ん
ご

一
る
に
至
つ
丈
爾
束
、
殴
良
一
目
的
と
し
て
開
催
す
る
。

一

呼吸
掌
市
本
育
協
会

へ
魚
津
市
一
す
。

一

夏

、

震

の

品
物
よ
り
も
良
一
の
債
格
は
・
珍
ら
し
い
の
で
買

一
の
手
は
ゆ
る
み
ら
れ
ず
相
手
一

ω
大
会
期
日

一

I

l
l

i
-
-
ト

l
i
l
i-

-
一

い
も
の
が
出
来
る
様
に
な
り
ま
す
多
く
、
病
気

E
害
虫
で
痛
言
明
官
、
繰
り
返
す
試
一
七
月
=
+
四
日
ハ
日
曜
日
二

S
S
5
3
22豪
雪

喜

一

し
た

0
5ま
で
く
る
ま
で
に
一
ん
で
い
る
の
で
さ
個
米
一
升

一
験
研

3
次
第
に
良
質
多
収
一
雨
天
の
場
合
七
月
三
十
一
日

一

議

議

議

警

護

議

簸

幾

穆
醸

縫

騒

飽

幾
多
の
長

1
3
1一

で
取
引
さ
れ
た
。
こ
れ
を
見
た

一
種
の
成
果
を
き
っ
よ
る
事

一

ω
実
施
競
技
麗
自
主

義

一

子

¥

際

都

襲

嬰

後

量

一

れ

て

を

1
7

一
附
近
の
入
が
、
我
れ
も
我
れ
も

一
は
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
一
ハ
A
〉

宇

部

H
魚
津
市
内

一

緩

滋

甥

悶

謬

溜

組

疑

鱒

畿

銀

縁

惑

鰭

落

駐

在

日

時

間

一

れ

長

時

五

LIl--ii
Jニ

に
在
住
叉
は
勤
務
す
る
一
般

一

:τ襲撃
望
書

E
一

訪

問

主

主

待

望

議

離

臨

一

吋

誌

を

津

日

一

六

月

二

十

六

日

か

ら

七

ー

ま

で

一

年
の
様
に
水
不
足
に
な
り
、
富
一
か
っ
た

o
f
p
物

語

機

嫌

鶴

眠

障

一
部
中
学
グ
ラ
ン
ド

O
水
上
競

一
六
月
二
十
七
日
ハ
月
〉
一
七
月
四
日
(
月
〉

隠
さ
ん

の
耕
作
し
て
い
る
水
田一

ご
の
大
害
虫
で
納
虫

い一

¥L綿
織

麟

欄

嗣

聞

週

一

投

l
魚
津
西
部
中
学
プ
ー
と
市
内
果
樹
闘
嬰
振
興
会
役
員
一
鬼
丸
際
土
木
部
長
及
び
誼
路
一

戸

別

別

な

れ

抗

日

一

即

日

許

可

ド

ぷ

一一

級

勝

機

櫨

鶴

一

。

詰

汗

魚

津

西

部

中

一
全

会

現

日

ハ

火

〉

一

課

長

等

視

察

の

た

め

来

市

一

必

要

と

す
る
回
で
あ
っ
た
の

一
し

て

き

お

の

え

一一紘

一て

ぬ

臨

調

練

麟

翻

融

機

一

O
ボ
グ
ジ
ン
グ
競
技
l
大
町

一

市
教
育
委
員
会
臨
時
会
開
催
一
全
五
日

8

一

れ

γ

諮問

5日

古

川

計

十

円

下

山

総

騒

欄

盤

oFl魚
津
西
部
中

一

肘
地
改
良
区
理
事

長
会
議
開
一
全
市
立
会
定
例
会
開
催
一

水
に
苦
手
軍
ね
た
揚
句
果
一
着
い
て
、
そ
め
虫
削

麟

潤

欝

融

蹴

闘

騒

縄

繍

一

学
旧
講
堂

ト
ノ

一
全
二
十
九
日
〈
水
〉
一
富
山
脇
市
町
村
選
摩
管
理
委
一

牧
の
木
は
根
が
深
〈

入

る

の

一
汁
で
企

画

血
で
色

趨

援

翻

盟

暢

組

鯛

鱗

翻

勝

一

0
・
7
ミ
ン
一

競
技

l
魚

一

市
議
会

定

例

会

開

催

一

で
、
水
稲
よ
り
水
不
足
に
対
す
一
ど
っ
た
様
に
な
っ
た
隣
繍
蹴
麟
賜
線
総
燃
総
額
欄
綴
一
津
東
部
中
学
校
講
堂

一
全

コ

子

日

(

木

)

一

員

会

連

合

会

総

会

を

本

市

で

一

る
力
説
い
の
を
発
見
、
り
ん
一
そ

4
2
6富
居

畿

翻

襲

撃

警

護

一

0
し
な
い
競
技

l
大
町
校
旧

一

市

営

綜

合

グ

ラ

ン

ド

建

設

要

一

開

催

一

ど
の
栽
培
を
思
い
立
っ
た
の
で
一
さ
ん
は
粘
り
強
く
ポ
議
劉
灘
繍
粗
暴

J
l選
劃

一

講
堂

-

員

会

開

催

一

れ
M
M
M
M稲
作
は
ど
う
す
れ

V
M

A
制

隔

叩

泣

い

団

対

話

駐

在

一

夏

休

み

の

生

活

指

導

に

つ

い

て

第

八

粋
人
特
筆
粋
人
雲
間
人
一

一
、
基
肥
の
多
か
っ
た
所
で
は

一

一一

l
一
五
匁
反
当
六
斗

其
の
菌
類
は
土
中
酸
素
を
消

費
一

d

息

子

の

縁

談

林

房

雄

著

一

一一

1
M即
日

れ

い

お

い

止

臨

時

鵠

了

一

一

砥

け

は

ヤ

蜘

誌

詰

問

け

日

一

時

訴

は

賊

M
M
M
口
一
察
、

採

集

、

造

型

活

動

等

の

自

文

学

の

裏

窓

西

村

孝

次

著

一

す
る
断
担
、
千
付
金
低
下
等

撒
布
時
一
刻
は
露
の
上
り
を
見
栢
が
頁
け
て
根
が
腐
る
「
ス
ベ
」
一
り
ま
す
。
子
供
一
連
に
と
っ
て

一
主

的

な

活

動

に

力

を

入

れ

る

普

楽

の

裏

窓

河

上

徹

太

郎

著

H

に
な
る
特
に
分
襲
が
多
く
窒

て
ま
い
た
方
が
よ
い
。
特
に
タ

で
お
は
る
こ
と
に
な
る
で
今
一
一
は

楽
し
い
休
み
で
?
が
究
兄

一
伺
友
人
関
係
:
仲
間
関
係
、

美
術
の
裏
窓
式
場
隆
三
郎
著
一

葉
肥
料
の
多
い
所
は
除

草

こ

方
の
撒
布
が
効
果
的
で
あ
る
。
番
い
そ
が
ね
ば
な
ら
ぬ

管
理
一

の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
協
力

一

お
こ
ま

(
上
下
)

よ
り
「
葉
イ
モ
チ
」
を
誘
炉
噴
口
の
位
置
は
業
先
よ
り
一
尺
は
、
こ
の
根
ぐ
さ
れ
か
ら
救
ふ
一
に
よ
っ
て
一
居
効
果
を
あ
げ

一
友

人

関

係

の

発

展

す

る

よ

い

機

小

島

政

二

郎

著

一

す
る
場
合
が
あ
る
o

陸
離
れ
て
上
向
き
で
撒
く
こ
を

事
で
入
梅
中
は
完
全
に
干
す
事
一

る
よ
う
こ
し
て
、
た
ど
き
度

一
会

で

も

あ

る

が

、

そ

の

行

動

に

砂

漠

は

生

き

て

い

る

一

o
o
-
-
O
以
上
大
体
耕
種
乾
割
れ
る
程
度
に
干
さ
ね
ば
効

一

、

}

ヘ

一

ヨ
一、
回
干
し
を
実
施

す

る

一

炎

一

的

防

除

を

申

し

ま

果

は

な

い

。

こ

の

青
田
八
石
対

一

L
E
r
し
ま
す

L
留

意

し

特

に

年

長

者

の

影

響

・

ウ

オ

ル

ト

デ

ズ

ニ

1
著一

一

但
し
幼
穂
形
成
矧
中
は
田
に
一

E

吉
岡
一
土
間
策
は
無
理
な
田
干
を
す
る
よ
り
一
付
父
兄
の
協
力
て
:
:
:
夏
休
J

一

親
馬
鹿

読

本

徳

川
夢
声
著

w

一

軒
く
足
型
の
つ
く
程
度
以
一
日
一
し
た
が
、
要
1
1
他

に

手

が

な

い

。

一

中

の

生

活

の

大

半

は

家

庭

に

あ

一
友
人
関
係
に
つ
い
て
注
意
せ
ね

一

に
干
さ
な

い
o

一
日
付
一

調
主
育
を
青
田
こ
う
す
る
三
一
度
と
恥
か
な
い
一
る
の
で
、
個
々
め
実
情
に
応
じ

一
ま

な

ら

ぬ

魚

の

四

季

宋

広

露

呈

一

日

目

京

市

二

静

一

い

間

一

…

…

…

開

放

出

加

点

尚

一

日

に

霊

的

な

協

力

が

]

一
昨

日

1
1阿
部

下

妻

の

い
い
分

野

れ

集
部一

一
匹
、
ィ
モ

チ
の
早
期
発

F
に
ヂ

0

1

0
然

も

其

の

千

壁

で

、

水

を

よ

く

動

か

せ

て

、

土

石

規

則

正

し

い

生

活

正

之

、

わ

か

も

の

間

宮

茂

輔

著，

一

め
る
o

中
に
空
気
を
入
れ
或
は
二

O
皮
一
く
休
み
は
生
活
の
規
律
が
く
づ

一
明
ら
か
に
さ
せ
る
よ
う
に
し

雷
電

(天
の
容
〉

一

一

A
期
防
徐
と
し
て
は
、
ィ
そ
を
大
に
さ
せ
る
か
が
今
后
に
課
位
の
低
温
に
し
て
「
也
市
〈
」
の

一
れ
易
い
か
ら
一
日
の
生
活
プ
ロ

一
特
に
女
子
生
徒
の
外
出
に
は
服

一

チ
発
生
川
お
そ
れ
あ
る
所
ま
せ
ら
れ
た
大
き
な
課
憾
で
す
。
を
防
ぎ
た
い
も
の
で
す
向
二
・
一
グ
ラ
ム
や
期
間
中
の
計
画
に
基

一
袋

、

一

人

歩

き

に

注

憲

す

る
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士

郎
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撒
布
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ハ
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時
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田
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衛
著
一

ボ
ル
ド
ー
液
ハ
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斗
式
〉
叉
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こ
と
で
す
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七
月
の
土
用
に
な
グ
ニ
シ
を
増
す
)
に
も
な
り
珪

一
い
て
規
則
正
し
く

一
時
間
は
九
時
を
限
度
と
す
る
の

銅
水
銀
測
を
撒
布
し
‘
予
防
る
と
高
温
に
な
る
回
が
「
也
市
き
」
酸
石
灰
の
施
用
は
墾
葉
中
の
珪
一
同
先
づ
健
康
食
ベ
す
ぎ
夜

一
が
望
ま
し
い
o

巣
立

ち

の

歌

永

井

龍
男
著
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す
る
。
発
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し
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栢
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腐
れ
に
な
る
、

根
腐
れ
酸
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増
し
て
、
ィ
モ
チ
か
ら
守
一
更
か
し
・
強
い
直
射
日
光、

戸

一
帥

映

画

:

感
最
も
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易

い

頃

す

み

つ

こ

尾

崎

一
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著

一

水

銀

剤
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一

ニ

共

ボ

ル

ド

ー

、

ブ

通

れ

る

叉

穂

首

イ

そ

チ

の

警

戒

も

一

潔

等

に

つ

い

て

の

正

し

い

摺

五

一

統
東
京
の
人
川
端
康
成
著
一

ポ

ジ
ボ
ル
ド
ー
等
或
は
水
銀
剤
に
な
る
と
い
か
に
草
出
事
Y
ょ

大

事
で
す
か
ら
〈
農
林
一
号
の
一
と
注
意

一
で
少
年
期
の
映
画
の
選
択
と
鍛

セ
レ
サ
シ
石
灰
リ
オ
ゲ
シ
ダ
く
て
も
穂
が
出
な
い
し
出
穂
し
幼
椋
は
此
の
頃
=
一
寸
位
お
り
)
一
伺
家
庭
学
習
個
人
的
に
劣

一
賞

に

留

意

し

、

推

薦

以

外

の

映

ソ

グ

ェ

川

認

は

れ

引

一

一

、
ト
ル
ベ
ロ
ン
石
灰
等
を
発
て
も
し
い
な
で
終
る
。
下
旬
に
出
穂
す
る
『
種

γ
は
出
一
っ
て
い
る
教
科
の
補
習
に
軍
点

一
画
等
の
悪
影
響
も
考
隠
せ
ね
ば

生
地
域
を
重
点
的
に
撒
布
す
口
付
ん
は
信
抑
制
問
れ
岬
日
常
セ
レ
サ
シ
撒
布
を
願
一
を
お
き
、
叉
平
素
出
来
な
い
観

一
な

ら

ぬ

。
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